
トライアル期間：２０２２年４月１日～２０２２年６月３０日 弘済運輸株式会社

エコアクション21

環境経営レポート 2022
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弘済運輸株式会社

代表取締役社長

矢崎　敏央
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地域社会との融和を図り、環境保全に貢献します。

環境経営方針

2022年5月1日

当社の事業活動全体に於いて環境に与える影響を低減する為、次の事項に対

して優先的に取り組みます。

エコドライブによる二酸化炭素排出量の削減

廃棄物の分別徹底による排出削減及びリサイクル化推進

作業全般の効率化による電力・水使用量の削減

従業員への環境教育の実施

環境理念(目標）

弘済運輸株式会社は「顧客満足度を第一に考え、広く地域社会に貢献する」事を

基本としています。また、地球環境を守る為、環境に配慮した事業活動を行い

地域社会の環境保全に貢献します。

当社の事業活動における環境負荷を認識し、継続的な環境経営システムの

向上と環境負荷の低減に努めます。

この環境経営方針は当社全従業員に周知徹底させるとともに一般公開します。

制定日 2022年4月1日

当社の事業に関わる環境関連法規及び、行政機関・地域等の要求事項を遵守

します。
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　　　　役割

役職

代表者

環境管理責任

者

１．ＥＡ２１活動全般の構築・運用

２．環境経営目標・環境活動計画の承認

１．EA２１活動全般の推進

３．取組状況の把握・評価

４．環境関連法規の取りまとめ表・遵法評価の承認

５．教育・訓練計画の承認

６．代表者の指示の関連部署への実施指示

７．ＥＡ２１の実施状況を経営者へ報告

６．環境経営レポートの作成、公開

７．EA２１文書類の保管・管理

２．環境経営方針の策定及び従業員への周知

３．環境管理責任者の任命

４．環境経営資源の確保

５．全体の取組状況の評価と見直し・指示

６．環境経営レポートの承認

２．環境負荷の自己チェック、取組の自己チェックの実施

３．環境経営目標・計画の原案の作成

５．環境関連法規取りまとめ表の作成、遵法評価の実施

４．環境活動実績集計

環境経営組織図

責任及び権限

茨城営業所 ※東京C

代表者

環境管理責任者

EA21

事務局

本社営業所 足立営業所 大宮営業所 草加花栗事業所

環境担当者 環境担当者 環境担当者 環境担当者

実施体制（役割、責任、権限）

環境担当者 環境担当者

１．経営における課題とチャンスを整理し明確にする

※2026年迄に認証取得予

定

従業員

部門責任者
４．是正・予防措置の実施

５．自部門の活動計画の実施及び達成状況の報告

６．代表者による改善事項指示の実施

１．環境経営目標・環境経営計画のうち自部門に関する項目の実施

２．決められたことを守り、積極的に環境活動へ参加

２．苦情、要望等の把握、報告、対応の実施

３．緊急事態対応訓練の実施

１．自部門の環境経営目標、環境経営計画の策定・実施

部門責任者

EA21事務局
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■

■

■

■

■ 産業廃棄物、一般廃棄物の収集運搬業
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64

事業内容

一般貨物自動車運送事業（７４東陸２貨２第１１１５号・８０東陸２貨２第５８９号）

貨物利用運送事業

産業廃棄物、一般廃棄物の収集・運搬

倉庫業【物品の仕分け、保管、梱包及び発送業務】

10,000,000

1,682,759,089 2020 月度

資本金

売上高

従業員

大宮営業所

設立

草加花栗事業所

TEL

FAX

事業規模

1974年10月7日

048-969-4575

048-969-4591

埼玉県草加市花栗1-17-5

所在地

事業の概要

FAX

本社

TEL

FAX

事業所名

弘済運輸株式会社

代表者名

代表取締役 矢崎　敏央

足立営業所

TEL

FAX

TEL 048-788-1782

048-788-1786

FAX

東京都足立区東伊興2-1-22

03-3899-5900

茨城営業所 茨城県土浦市卸町1-5-9

TEL 0298-42-8805

0298-42-8924

東京都足立区入谷6-2-1

埼玉県さいたま市北区日進町1-714-4

03-3855-0102

03-5838-1700

03-5838-1166
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許可年月日

有効年月日

2020年7月7日 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇

2025年7月6日 第13-00-070759
廃バッテリーに

限る

2021年9月21日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2026年6月17日
pH2.0以下のも

のに限る

2020年11月17日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2025年8月24日
pH2.0以下のも

のに限る

2021年10月12日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2026年8月31日
pH2.0以下のも

のに限る

2020年2月6日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2024年12月7日
pH2.0以下のも

のに限る

2019年12月16日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2024年12月15日 腐食性

⒎ ⒏

8 台 8.03 ｔ

1 台 3.93 ｔ

2 台 2.39 ｔ

1 台 2.56 ｔ

1 台 0.17 ｔ

2 台

1 台 17.08 ｔ

台

⒏

2.00 ｔ

0.98 ｔ

0.59 ｔ

0.63 ｔ

0.04 ｔ

4.24 ｔ

　・　繊維くず

合計

処理実績（2021年度）

　・　廃プラスチック類

　・　金属くず

　・　紙くず

　・　木くず

都

道

府

県

　・　4ｔアームロール車　　

　・　4ｔウイング

　・　3ｔバン

　・　3ｔ昇降車

施設等の状況

収集運搬車両　　

東京都

神奈川県

埼玉県

千葉県

茨城県

栃木県

　・　2ｔ昇降車

　・　2ｔ塵芥車

01403070759

01107070759

※石綿含有産業廃棄物を含む　＃水銀使用製品産業廃棄物を含む

※石綿含有産業廃棄物を含む　＃水銀使用製品産業廃棄物を含む

※石綿含有産業廃棄物を含む　＃水銀使用製品産業廃棄物を含む

※石綿含有産業廃棄物を含む　＃水銀使用製品産業廃棄物を含む
第01200070759

00801070759

00900070759

許可番号 産業廃棄物

汚

泥

廃

油

廃

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

類

紙

く

ず

木

く

ず

繊

維

く

ず

金

属

く

ず

ガ

ラ

ス

く

ず

コ

ン

ク

リ

ー

ト

く

ず陶

磁

器

く

ず

ゴ

ム

く

ず

産業廃棄物

許可番号

特別管理産業廃棄物

が

れ

き

類

廃

酸

廃

石

綿

※石綿含有産業廃棄物を含む　＃水銀使用製品産業廃棄物を含む

石綿含有産業廃棄物を含む　水銀使用製品産業廃棄物を含む

　・　繊維くず

合計

処理実績（2022年4月～6月）

　・　廃プラスチック類

　・　金属くず

　・　紙くず

　・　木くず



■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

自己管理・自己責任と各個人能力向上の為、社内能力開発制度を実施

ISO取得準備委員会設立

2006

■ 1997 年

2001 家電物流センター1200坪の業務委託を受ける

2003 現状の業務に合わせ定款変更、経営コンサルティング業開始

2002 環境問題、社会との共生を目指しCNG車導入

2002 東京都文京区に営業部及び電算室開設

2003 家庭雑貨のセンターとして越谷ＤＣを開設

倉庫物件サイト(BWN・Biz　Warehouse　Net)の商標登録済

足立区古千谷本町にリサイクルセンター新設

2003
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2005 プライバシーマーク認定（第10410008-01-号）

2006 資本金を3,000万円に増資

2005

2004 プライバシーマーク取得準備委員会設立

■ 年

2001 矢崎袈裟良会長就任に伴い、矢崎敏央社長就任

2001 資本金を2,500万円に増資

関東圏の産業廃棄物収集許可を取得

ため無線機導入
1987

倉庫管理分野へ乗り出す。茨城県岩井市大字猫実に1000坪の土地購入

発送・管理・トータル物流を目指し、八潮倉庫の確保と共に保有車両増車

社員のために、福利厚生施設の確保。共同配送及び梱包業務開始

物流コンサルタンティング・経理業務拡大に伴いコンピューター新システム導入

1993

1994

1992

NOX規制により代替えを検討し業務拡大を目標に普通車・大型車へ変更。川口市に

川口物流センター確保。草加市に草加物流センター確保
1996

本社移転、東京都足立区東伊興2丁目1番22号　保有車輛163台に増車、土浦市に茨

城営業所開設

2000 大田区・大井事業所を構え、海上コンテナ輸送を開始

2000

年■

沿　革

2004 足立区入谷に東京センター開設

2004 ISO9001：2000認証取得　本社・足立営業所・埼玉営業所

資本金を1,000万円に増資

八潮市に埼玉営業所開設

営業区域拡大許可取得、一都17県

2000

1974

1977

1980

1983

矢崎　袈裟良（現会長）により、荷主限定免許取得に従い矢崎運送株式会社設立

鉄道弘済会及び鉄道貨物輸送のため弘済運輸株式会社と商号変更

荷主限定免許解除し、一般区域免許取得

一般雑貨輸送に事業計画を変更、酒類、航空貨物に力を入れる

保有車両増大のため、コンピューターオンライン化と共に輸送効率化を図る

1988

1989

1990

1991



■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

■ 年

2019 文京事業所を本社営業所へ業務統合
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2015 プライバシーマーク更新（第10410008-06-号）

2016 ISO9001：2008再認証取得　本社・足立営業所

2016 埼玉営業所を新会社へ移行

2013 プライバシーマーク更新（第10410008-05-号）

資本金3,000万円から1,000万円に減資2014

2015 久喜営業所を大宮営業所に移転

2010

2013

埼玉県久喜市に久喜営業所開設

警備業認定

プライバシーマーク更新（第10410008-04-号）

2019 建設業許可（東京都）

2007 プライバシーマーク更新（第10410008-02-号）

2009 古物商許可取得

2009

2016 古千谷リサイクルセンターを足立入谷と草加花栗へ移転

ISO9001：2008再認証取得　本社・足立営業所・埼玉営業所

プライバシーマーク更新（第10410008-03-号）

2009 エコアクション21認証・登録

2010 ISO9001：2008再認証取得　本社・足立営業所・埼玉営業所

2011

2011

2021 大宮営業所：安全性優良事業所認定（Ｇマーク）

2018 足立営業所：安全性優良事業所認定（Ｇマーク）

2019 ISO9001：2015更新

2019 プライバシーマーク更新（第10410008-08-号）

2016 健康企業宣言

2016 警備業更新認定

2017 プライバシーマーク更新（第10410008-07-号）

2007 ISO9001更新

2021 プライバシーマーク更新（第10410008-09-号）



⒈

1）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

2）

①

②

③

④

⑤

⑥

⒉

1）

①

②

③

④

2）

①

②

③

④

⑤
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事務所内、洗い物は極力まとめて洗浄

廃棄物の削減・再利用化

再生紙の利用

裏紙再利用の推進

LED照明の推進

ウォーム＆クールビズの定着化

温度計による室内適温管理

照明スイッチ盤へ省エネメッセージの表示

ガソリン・軽油使用量の削減

アイドリングストップ

当社では、エコアクション２１を推進・実行するにあたり以下の内容を全社員に徹底

します。また、意識の向上を目指して全部署にて日々の環境活動に取り組んでいきます。

二酸化炭素排出量の削減について

電力使用量の削減

空調機の適温化（夏２８度、冬１９度）

環境活動計画

休憩時、外出時のこまめな消灯

廊下・トイレ等の不必要な電気の消灯

廃棄物の減少化

早めのシフトアップ

効率的運行

ガソリン・軽油使用量の把握

急加速の抑制

回覧・掲示板の活用による、コピー減少化

リサイクル化するにあたり、廃棄物の分別（見極め）の徹底

低燃費車輛へのシフト

省資源化について

水使用量の削減

節水の励行

洗車の節水徹底（バケツ貯水の利用）

二度流し習慣の廃止
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エコドライブのすすめ

弘済運輸株式会社

1.    　ふんわりアクセル「　ｅ　スタート」

　発進するときは、穏やかにアクセルを踏んで発進しましょう（最初の５秒で、時速２０㎞

程度が目安です）。日々の運転において、やさしい発進を心がけるだけで、１０％程度燃費

が改善します。焦らず、穏やかな発進は、安全運転にもつながります。

2. 　車間距離にゆとりをもって、加速・減速の少ない運転

　走行中は、一定の速度で走ることを心がけましょう。車間距離が短るなると、ムダな加速

・減速の機会が多くなり、市街地では２％程度、郊外では６％程度も燃費が悪化します。交

通状況に応じて速度変化の少ない運転を心がけましょう。

3. 　減速時は早めにアクセルを離そう

　信号が変わるなど停止することがわかったら、早めにアクセルから足を離しましょう。そ

うするとエンジンブレーキが作動し、２％程度燃費が改善します。また、減速するときや坂道を

下がるときにもエンジンブレーキを活用しましょう。

4. 　エアコンの使用は適切に

　車のエアコン（　Ａ／Ｃ　）は車内を冷却・除湿する機能です。暖房のみ必要なときは、

エアコンスイッチをＯＦＦにしましょう。また、冷房が必要なときは、車内を冷やしすぎない

うにしましょう。たとえば、車内の温度設定を外気と同じ２５℃に設定した場合、エアコン

スイッチをＯＮにしたままだと１２％程度燃費が悪化します。 

5. 　ムダなアイドリングはやめよう

　待ち合わせや荷物の積み下ろしなどによる駐停車の際は、アイドリングはやめましょう

（※1）。１０分間のアイドリング（エアコンＯＦＦの場合）で、１３０㏄程度の燃料を消費し

ます。また、現在の乗用車では基本的に暖機運転は不要です（※2）。エンジンをかけたら

すぐに出発しましょう。

※1：交差点で自らエンジンを止める手動アイドリングストップは、以下の点で安全に問題があるため注意しま

しょう。（自動アイドリングストップ機能搭載車は問題ありません。）

・手動アイドリングストップ中に何度がブレーキを踏むとブレーキの効きが悪くなります。

・慣れないと誤作動や発進遅れが生じます。またバッテリーなどの部品寿命の低下によりエンジンが再始動し

ない場合があります。

・エアバックなどの安全装置や方向指示器などが作動しないため、先頭車両付近や坂道での手動アイドリング

ストップさせましょう。



6　渋滞を避け、余裕をもって出発しよう

　出かける前に、渋滞・交通規制などの道路交通情報や、地図・カーナビなどを活用して、

行き先やルートをあらかじめ確認し、時間に余裕をもって出発しましょう。さらに、出発後も

道路交通情報をチェックして渋滞を避ければ燃費と時間の節約になります。たとえば、１時

間のドライブで道に迷い、１０分間余計に走行すると１７％程度燃料消費量が増加します。

7　タイヤの空気圧から始める点検・整備

　タイヤの空気圧チェックを習慣づけましょう。タイヤの空気圧が適正値より不足すると、市

街地２％程度、郊外で４％程度燃費が悪化します。（適正値より５０ＫＰa（０．５Kg／㎝2）不

足した場合）。また、エンジンオイル・オイルフィルタ・エアクリーナエレメントなどの定期的な

交換によっても燃費が改善します。

8　不要な荷物はおろそう

運ぶ必要のない荷物は車からおろしましょう。車の燃費は、荷物の重さに大きく影響され

ます。たとえば、１００ｋｇの荷物を載せて走ると、３％程度も燃費が悪化します。また、車の

燃費は、空気抵抗にも敏感です。スキーキャリアなどの外装品は、使用しないときは外しま

しょう。

9　走行の妨げとなる駐車はやめよう

　迷惑駐車はやめましょう。交差点付近などの交通の妨げになる場所での駐車は、渋滞を

もたらします。迷惑駐車は、他の車の燃費を悪化させるばかりか、交通事故の原因にもなり

ます。迷惑駐車の少ない道路では、平均速度が向上し、燃費の悪化を防ぎます。

10.　自分の燃費を把握しよう

自分の車の燃費を把握することを習慣にしましょう。日々の燃費を把握すると、自分のエコ

ドライブ効果が実感できます。車に装備されている燃費計・エコドライブナビケーション・

インターネットでの燃費管理などエコドライブ支援機能を使うと便利です。



9Page

事故等発生時の措置

 Ⅰ．連絡・対応 ②

　１．事故等の状況確認 ③ ①

死傷者の有無

事故等の損害の程度

不審な荷物等については不用意に手を触れない

　２．負傷者の救護

観察、応急手当

１１９番通報 ①

　３. 事故再発防止 ② ③

車を安全な場所に移動する

　４．警察・運行管理者に連絡 ④

１１０番通報

運行管理者に緊急連絡し指示を受ける

 Ⅱ．報告内容

　１．発生日時、場所、当該車両

　２．事故状況、原因

　３．損害・傷害の程度

　４．相手方の情報

相手の住所、氏名、ＴＥＬ、勤務先

車両番号、車名、保険会社、病院

　５．目撃者の有無

目撃者の住所、氏名，連絡先

第一緊急連絡先
 Ⅲ．注意事項

　１．第一に負傷者の救護を優先する

　２．勝手に示談交渉をしない

何か要求されたときは、必ず運行管

理者に報告する 第二緊急連絡先
　３．事故は必ず報告する

どんな小さな事故も必ず報告する

自分勝手に処置をしない

※会社に報告のない事故は、後日、

損害賠償問題でこじれることが多い

事故検証 レッカーの手配 応急処置

弘済運輸株式会社 本社営業所  重大車両事故発生時のフロー

当事者（ドライバー）

最寄の警察署へ連絡 本社営業所運行管理者 最寄の消防署へ連絡

ＫＳＧグループ長

伊藤　龍仁　携帯　090-8465-8524

代車・乗務員の手配 救急車の手配

全社員へ連絡

グループ営業所責任者

取締役社長 グループ管理部部長

藤木　偉久　携帯　080-7019-4332

山本　良二  携帯  080-4889-5900

矢崎　敏央 社長 携帯 090-3332-4957

管轄運輸支局へ報告
【責任者】

矢崎　厚志　携帯　090-1850-6425

事務所　　　　　　03-3899-5900
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承認 作成

2022 矢崎 赤荻

7月1日 次年度の取組み

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 評価

１．二酸化炭素排出量 1 空調の適温化（夏28度、冬19度） 継続実施

2 休憩時、外出時のこまめな消灯 ○ 継続実施

3 廊下・トイレ等の不必要な電気の消灯 ○ 継続実施

4 LED照明の推進 継続実施

5 ウォーム＆クールビズの定着化 ○ 継続実施

6 温度計による室内適温管理 ○ 継続実施

7 照明スイッチ盤への省エネメッセージの表示 ○ 継続実施

1 アイドリングストップ ○ 継続実施

2 急加速の抑制 ○ 継続実施

3 早めのシフトアップ ○ 継続実施

4 効率的運行 ○ 継続実施

5 ガソリン・軽油使用量の把握 ○ 継続実施

6 低燃費車両へのシフト ○ 継続実施

２．廃棄物 1 再生紙の利用 ○ 継続実施

2 裏紙利用の推進 ○ 継続実施

3 回覧・掲示板活用による、コピー減少化 ○ 継続実施

4 廃棄物の分別（見極め）の徹底 ○ 継続実施

5 廃棄物の減少化 ○ 継続実施

３．水 1 節水の励行 ○ 継続実施

2 洗車の節水徹底（バケツ貯水の利用） ○ 継続実施

3 二度流し習慣の廃止 ○ 継続実施

4 事務所内、洗い物は極力まとめて洗浄 ○ 継続実施

4．地域貢献活動 1 周辺道路の清掃 ○ 継続実施

2 情報提供の窓口を設置している ○ 継続実施

3 行政、地域住民に環境経営レポートを配布 継続実施

2022/7/1

スケジュール

作成日：

年度環境経営計画実施状況、評価及び次年

度の取組み（トライアル）

活動項目 活動実施内容 担当者

評価日：2022/4/1



二酸化炭素排出量削減

① 電気使用量の削減 空調機の適温化 17,800 kWh

7,850 Kg-co2

LED照明の推進

② LPガス使用量の削減 70.10 ｍ3

179 Kg-co2

④ 軽油使用量の削減 アイドリングストップ 532,813 L

一定スピードでの走行 1,374,655 Kg-co2

早めのシフトチェンジ

エンジンブレーキの活用

⑤ ガソリン使用量の削減 アイドリングストップ 8,682 L

一定スピードでの走行 20,145 Kg-co2

早めのシフトチェンジ

エンジンブレーキの活用

二酸化炭素排出量合計 1402829 Kg-co2

⑥ 排水量の削減 洗車時の水使用量の削 350 ｍ3

⑦ 廃棄物の削減 廃棄物の仕分けの徹底 kg
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削減

削減

削減

2% 削減 2%

実

績
1% 削減 1% 削減 1%

実

績

湯沸かし器、ガスレン

ジ等の使用を控える

休憩時、外出時のこま

めな消灯

中長期計画

2025年度2024年度

2% 4% 6%

実

績

4% 削減

削減

6% 削減

実

績
2%

環境目標・中長期計画

事務所内、洗面所の使

用軽減

活動内容環境目標

基準年度

実績

実

績
3% 削減

2023年度

6% 削減 9% 削減

6% 削減 9% 削減

2% 削減

2021年度

削減

実

績
3% 削減

削減



二酸化炭素排出量削減

① 電気使用量の削減 空調機の適温化 3,899 kWh

1,712 Kg-co2

3,979 kWh 4,310 kWh

LED照明の推進 1,755 Kg-co2 1,900 Kg-co2

② LPガス使用量の削減 11.76 ｍ3

25.38 Kg-co2

12.00 ｍ3 22.00 ｍ3

25.90 Kg-co2 66.00 Kg-co2

④ 軽油使用量の削減 アイドリングストップ 142,398 L

一定スピードでの走行 367,387 Kg-co2

早めのシフトチェンジ 146,802 L 112,557 L

エンジンブレーキの活用 378,749 Kg-co2 290,397 Kg-co2

⑤ ガソリン使用量の削減 アイドリングストップ 1,978 L

一定スピードでの走行 4,591 Kg-co2

早めのシフトチェンジ 2,039 L 2,444 L

エンジンブレーキの活用 4,733 Kg-co2 5,670 Kg-co2

二酸化炭素排出量合計 385,263 Kg-co2 298,033 Kg-co2

⑥ 排水量の削減 洗車時の水使用量の削 83 ｍ3

84 ｍ3 45 ｍ3

⑦ 廃棄物の削減 廃棄物の仕分けの徹底 16.74 kg

17.09 kg 10.72 kg

目

標

実

績

実

績

事務所内、洗面所の使

用軽減

目

標

目

標

実

績

実

績

目

標

実

績

実

績

目

標

実

績

実

績

実

績

実

績

目標値2％減

湯沸かし器、ガスレン

ジ等の使用を控える

実

績

実

績

休憩時、外出時のこま

めな消灯

目

標

環境経営目標・環境経営計画（トライアル期間）

環境目標 活動内容

基準年度 試行期間

実績（4月から6月） 実績・目標
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2021年度 2022年度
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1 廃棄物の処理及び清掃に関する法律 無

2 下水道法 無

3 浄化槽法 無

4 自動車NOX・PM法 無

5 資源有効利用促進法 無

6 家電リサイクル法 無

7 自動車リサイクル法 無

8 フロン排出抑制法 無

9 道路運送車両法 無

10 都民の健康と安全を確保する環境に関する条例 無

11 埼玉県生活環境保全条例 無

12

環境関連法規制等への違反、訴訟等の有無

当社が実施した遵守評価等の結果、過去３年間の上記環境関

連法規制の違反及び利害関係者からの指摘、訴訟はありませ

んでした。

※

NO 該当する環境関連法規制等
違反、訴訟

等の有無
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実施日　2022年7月1日

実施者　代表取締役　

 （１）全体の確認・評価

事項 報告内容 代表者の評価

(1)環境経営目標の達成状況
軽油燃費の悪化・各エネル

ギー消費量の目標について

平均気温の上昇。また夏季期間

が前倒し傾向にある。アイドリ

ングストップの奨励は継続しな

がらも、健康管理には留意して

下さい。また、目標未達の各エ

ネルギーは、全事業所に引続き

取組みを継続させて下さい。

(2)環境経営計画の実施及び運用結果 計画通り実施 引続き取組をお願いします。

(3)環境関連法規のなどの遵守状況 違反はありません 引続き取組をお願いします。

(4)外部からの苦情や要望 なし 引続き取組をお願いします。

(5) 前回の指示事項への取組結果

(6) その他 なし なし

（２）代表者による環境方針等の変

更の必要性ならびに指示事項

項 目 変更要否 指示事項等

１．環境経営方針 変更必要なし なし

２．環境経営目標 変更必要なし なし

３．環境経営活動 変更必要なし なし

4．実施体制 変更必要なし なし

５．（　　　　　　　　　　）

※年1回（４月)に実施。 報告者は

管理責任者

＜改訂記録＞

版／改定日 改定内容・理由

1／2022.04.01 初版作成

代表者による全体の評価と見直し・指示


